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第４回研究会の記録 

                                               ２０１８年１１月２３日～２５日 
 

  鷹・鷹場・環境研究会の第４回研究会を２０

１８年１１月２３日（金）から２５日（日）に

かけて、北海道釧路市にて開催した。 

２３日は、今年度より研究分担者として参加

いただいている久井貴世氏の案内で、釧路市鶴

居村にてツル観察をおこなった。 

当初は、宿舎近くの阿寒国際ツルセンターに

て観察する予定であったが、今年は例年になく

暖冬のため、センター周辺にはツルがほとんど

飛来していないという情報を得たため、急きょ、

鶴居村に出向くことに変更した。 

鶴居村ではタンチョウの生息地である釧路湿

原の様子や環境省支援の給餌場である鶴見台と

鶴居・伊藤サンクチュアリを見学し、夜にタン

チョウがねぐらとして集まる雪裡川を観察した。

現在、タンチョウの生息環境は人為的な給餌に

よって保たれているが、人馴れしたタンチョウ

による食害や家畜への被害が発生しているとの

ことだった。 

昨年度に観察したマナヅル・ナベヅル・クロ

ヅル等と比較し、タンチョウ（成長で全長平均

約１２０cm）がとてつもなく大きな鳥であるこ

とを実見し、鷹狩の獲物としてのツルが鷹にと

っていかに巨大で危険な鳥であるか、というこ

とをますます実感をもって理解できるようにな

った。現在の北海道において、「タンチョウに

は天敵がいない」というのもうなずける。阿寒

国際ツルセンターには、鷲が複数のタンチョウ

に威嚇されながら、魚を獲って逃げる写真など

も展示されており、翼開長２４０cm というタン

チョウに集団で襲われては、鷲も一溜りもなか

ったと推察される。これらの鶴を捕獲する役割

を担わされた鷹の置かれた状況が、いかに過酷

であったかという認識を体得することができ、

あらためて貴重な体験となった。 

また、タンチョウの圧倒的な存在感からは、

「ツルといえば丹頂鶴」という固定観念が生ま

れるのも無理からぬように感じられた。昨年度

の出水での観察から、「ツルは丹頂鶴だけでは

ない」という実情を踏まえて歴史分析をする必

要はもちろんだが、その一方で「ツルといえば

丹頂鶴」という固定観念が創出される歴史的な

意味もあわせて考えていかねばならない。なお、

今回の貴重な体験ができたのも、地道にフィー

ルドワークを続けてこられた久井氏の研究成果

の賜物であり、前年に引き続き久井氏のご協力

に心よりお礼申しあげたい。  

２４日は、サークルハウス赤いベレー会議室

において、東幸代「琵琶湖の内湖と葭地の利用
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について」、来見田博基「鳥取藩池田家の鷹狩

と鷹場について～湖山池を中心に～」、伊藤昭

弘「佐賀藩における諸猟について」の３本の報

告があった。東報告と来見田報告はいずれも湖

という環境に鷹場が与えた影響について考察し

たものであり、伊藤報告も佐賀藩において有明

海の干拓が進むことで鷹場環境が変化すること

を示唆する興味深い内容であり、科研３年目と

なり鷹場と環境の関係に考察が深められた点で、

有意義であった。特に、来見田報告で紹介され

た湖山鴨堀は、今年度にフィールドワークを実

施した宮内庁鴨場における鴨堀を彷彿させるも

のであり、その際に出された「江戸期にもこの

ような鴨堀が実存したのかどうか」という疑問

を奇しくも氷解させることになり、改めて共同

研究の威力を感じる会となった。 

２５日は、丸山大輝「近世初期における「鶴

捉之鷹」調教の実態 ―九州大学福田研究室所

蔵「池内文書」の紹介を兼ねて―」の報告があ

った。前日の伊藤報告から示唆を得るところも

あり、また池内文書の稀少性を証明するデータ

の提示により、その共有化がはかられた。さら

に、９月の韓国鷹狩文化調査報告、および新浜

鴨場見学会の調査報告が丸山大輝からあり、次

年度活動計画の検討会を行い、３日間の研究会

の日程を終えた。 

 

報告要旨１ 

琵琶湖の内湖と葭地の利用について   

                 東 幸代（滋賀県立大学） 

  

本報告は、鷹狩を実施する「場」、とりわけ、

鴨をはじめとする水鳥の生息環境について検討

するものである。対象地は、琵琶湖の内湖（な

いこ）である。 

近世の琵琶湖は、彦根藩井伊家が徳川家康か

ら鷹場として拝領したとされ、「鴨捉」の鷹を

拝領する井伊家にとって重要な猟場であった。

特に内湖は、葭などの抽水植物に寄る水鳥が多

く好猟場である。ごく最近、新たな史料群の発

見によって、これまで歴史研究が皆無であった

葭地について検討できる可能性がでてきた。そ

こで、鷹場としての内湖の基礎研究として、葭

地の利用について検討をおこなった。検討の結

果、彦根藩が葭地検地をおこない百姓の私的所

持を認めていたことや、鷹狩のために葭の刈取

制限をおこなう場合があったことなどが明らか

になった。こうした事例が、水鳥の猟場全般に

対して一般化できるか否か、今後史料調査を進

めながら考えていく必要がある。 

 

 

報告要旨２ 

鳥取藩池田家の鷹狩と鷹場について 

  ～湖山池を中心に～      

来見田 博基（鳥取県立博物館） 

 

 鳥取藩では鷹場を対象とした実証研究は手薄

である。報告では最初に鳥取藩における留場の

区域変遷と概念整理を行い、ついで湖山池に造

営された鴨堀が地域に与えた影響について検討

しようとした。 

まず用語としての「鷹場」は、主に藩主が鷹

狩りを行う特定の場所を指し、より広域には許

可者以外の鉄砲使用および狩猟を禁止する「留

場」が設定されていた。この留場は時期により

区域が拡大縮小しており、その変遷をⅠ期から

Ⅵ期までに区分した。つぎに五～十代藩主が行

った鷹狩り回数と場所を分析し、Ⅴ期（文化二

年～安政六年）に、湖山池での鷹狩りが激増し

ている実態を指摘した。 

鳥取城下から西へ約六㎞に位置する湖山池は、

藩内有数の野鳥棲息地であり、藩初から鷹場と

されていた。ここに文化二年頃、鴨堀が造営さ

れ、弘化期には放射状の構造をもつ新鴨堀や、

付属施設である鷹部屋なども新設された。Ⅴ期

に鷹狩りが増加するのは、鴨堀の造営に要因が

あり、同時期には環境整備のため、湖畔での抽

水植物（蒲）の生育も行われた。これは他方で、

湖山池の生態系に変化をもたらし、地元の漁業

（雑魚すくい、ひび漁）との調整が求められる

結果となった。 

 

報告要旨３ 

佐賀藩における諸猟について       

伊藤昭弘（佐賀大学） 

 

佐賀藩における鷹・鷹狩りにかんする研究は

皆無な状況から、本報告は鷹・鷹狩り関係史料

を収集し、諸猟（鷹狩りのほか、鉄砲や罠など

を用いた猟の総称とする）の方法や獲物である

鳥獣を確認した。まず、諸猟にかんする職制を

整理した。2 代藩主光茂期に諸猟を管轄する

「諸猟方」が設置され、その後御鷹方・御鉄炮

方・御狩方が別置、幕末には御鉄砲方と御狩方

のみとなった。次に猟場について、初代藩主勝

茂期は佐賀平野全域に広がっていたが、特に佐

嘉郡・小城郡・杵嶋郡が重要な猟場と認識され

ていた。しかし 4 代藩主吉茂は、「御鷹場」と

して与賀・川副（佐嘉郡）を指定し、小城郡・

杵嶋郡は除かれた。8 代藩主治茂・10 代藩主直

正も鳥猟に熱心だったが、やはり佐嘉郡を中心

に猟を行った。藩主の猟場が小城郡・杵嶋郡か
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ら佐嘉郡へと移動しており、何を理由にするの

か、今後の課題として残った。 

 

報告要旨３ 

近世初期における「鶴捉之鷹」調教の実態 ―

九州大学福田研究室所蔵「池内文書」の紹介を

兼ねて―      

     丸山大輝（九州大学大学院修士課程） 

九州大学福田研究室所蔵「池内文書」は、タ

カでツルを捕獲する「鶴捉」の調教に精通した

池内左太右衛門吉長に関する史料群である。吉

長は近世初期に会津蒲生家、熊本加藤家、福岡

黒田家を渡り歩いた人物で、大崎流や荒井流な

ど鷹術諸流派を相伝した。「池内文書」には、

諸流派鷹書とともに、「鶴捉」を育成するため

の調教実践記録が残る。本報告では「池内文書」

の紹介をふまえつつ、一次史料「御鷹肉当之日

記」を分析することで、タカの調教実態を明ら

かにし、以下 4点を指摘した。 

①「池内文書」には、各地に伝わる鷹書の原

本と考えられる鷹書が伝来し、その相伝経路

から、中世から近世にかけての鷹術諸流派の

成立事情の一端を解明しうる。 

②近世初期にはツルを獲ることを明確な目的

としたタカの調教が行われていた。 

③鷹狩はツルを捕獲するにあたって効率の悪

い方法だった。 

④タカにとって鷹狩とは死と隣り合わせの行

為であり、大型の水鳥の反撃を受けて死にい

たることもあった。 
 
 

浜離宮恩賜庭園鴨場調査記                      来見田 博基 

2019 年１月 3 日  

浜離宮恩賜庭園の内堀広場にて、正月恒例イベントとして実施された諏訪流放鷹術保存会による放鷹の実演

を視察した。会場には多くの見物客が集まっており、このうち３割程度は外国人観光客のように思われた。主催者

によれば、前日は２倍の数にあたる約１万人の客入りがあったそうである。 

実演の演目はおおむね以下のとおりであった 

・輪回り：鷹匠が一か所を回りながら、鷹に周辺を見せて場所と状況に馴れさせる訓練 

・振替：鷹匠の拳から鷹をもう一人の鷹匠の拳へ飛ばせる技 

・渡り：樹上などに鷹をとめ、拳に呼び戻す技 

・鷹匠体験：観客から選ばれた３名が振替を体験するコーナー 

・振鳩：近隣ビルの屋上にいる鷹と鷹匠に対して、下にいるもう一人の鷹匠が鳩を振って呼び、空中で捕らせる     

技 

・写真撮影：実演後、観客の希望により記念撮影を行う 

なお、渡りでは、樹上にとまったオオタカがおりてこなくなるハプニングがあり、１５分近く実演が中断した。警戒

心の強い鷹を調教することの難しさを改めて感じた。また実演前に観客に対し食肉用の獲物（鳩）を使用すること

をアナウンスしていたが、現代人にとっては見慣れない状況とあって、実際に鳩を捕らえる場面では、周囲から「残

酷…」や「鳩は本物？」といった声も聞かれた。 

実演全体としては、午前の部のみで行われたビルからの振鳩が、迫力があり見応えがあった。庭園外のビルを

使用するとなると、様々な制約や事務手続きもあるかと思われるが、２０年以上も本イベントを継続されている保存

会や主催者の方々の努力には敬意を表したい。 

実演以外の時間は、園内にある二つの鴨場と、本年度に復元公開された「鷹の御茶屋」を調査した。徳川将軍

家の鷹狩りが行われた鴨場は、北側の庚申堂鴨場が、安永７（１７７８）年、南東の新銭座鴨場が、寛政３（１７９１）

年にそれぞれ築造とされている。規模は庚申堂鴨堀の方が大きいが、「溜り」という池の中に「中嶋」を設け、周囲

に引堀が放射状に伸びる構成は共通している。また「小覗」や「大覗」といった池や引堀の様子を見る小屋も部分

的に復元整備されており、当時の鷹狩りの様子が容易に想像できた。 

出張者が研究対象としている鳥取藩では、江戸後期に造営された鴨場が国元と江戸にあった。その構成は絵

図をみる限り、浜離宮の鴨場と比較してみても、驚くほど共通していた。さらに鳥取藩の鴨堀は、溜りの土手周りに

樫や笹を植えたことが記録にみえているが、浜離宮の鴨場では、常緑樹の大木や笹が群生していることが確認で

きた（もちろん近代以降に、渡り鳥を媒介として生育した樹種もあると思われるが）。また構造物の規模については、

鳥取藩の鴨場と新銭座鴨場とは、「溜り」の大きさ（６０間四方）や引堀の長さ（１３間～２０間）、小覗の大きさ（現地
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での簡易な計測では、幅約１０ｍ、高さ約２．３ｍ）などがほぼ等しいことがわかった。ただし引堀の幅については、

鳥取藩の鴨場では３．６ｍとなっているが、新銭座鴨場のそれを実際に計測してみると、約１．７ｍほどであり、両者

に違いのあることはわかったが、その理由については、今のところ不明である。これらの共通点を踏まえると、資料

的な裏付けはないが、鳥取藩の鴨場造営には、先行する将軍家の鴨場の影響があったと推測される。 

また鷹の御茶屋は、１１代将軍家斉の時代に建てられ、戦災で失われたものを文献史料・絵図資料・古写真・修

理記録・発掘調査などをもとに復元したものである。室内は基本的に土間叩きで、将軍が休憩する畳敷きの上段

（４帖）が設けられているが、全体に簡素な造作である。また鷹を休ませる鷹部屋が付属する構成になっている。と

くに鷹部屋の構造や位置を復元とはいえ、実寸で調査できたことは、鴨堀に付随する施設の構造を考えるうえで

示唆を得ることのできる有意義な機会となった。 

今回の調査では、文献史料でしか確認ができない鳥取藩の鴨場と、近代以降に多少の改修はあるものの、実

物として残っている浜離宮の鴨場を比較することで、多くの知見を得ることができ、今後の研究を進めていくうえで

も大変参考になった。 

 

【参考写真】 

放鷹術の実演（左：会場風景、右：ビルから降りてきた鷹が白鳩と捕らえる直前） 

  
 

鴨場の調査 

（左：庚申堂鴨場の小覗と引堀、右：新銭座鴨場の溜りと中嶋） 

  
 

鷹の御茶屋（左：鷹部屋、右：室内の上段） 
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浜離宮恩賜庭園内マップ 
 

 

編集後記

新年を迎えたことが遙か遠くに感じられるほどの慌た

だしさのなか、ようやく NEWS LETTER ６号の発行に

こぎつけることができました。報告要旨をお寄せいただ

いたメンバーの皆様、また浜離宮恩賜庭園の調査報告

をお寄せいただいた来見田博基さんにはお礼申し上げ

ます。徳川家斉期の「鷹の御茶屋」が本年度に復元され

たという新情報も初耳でした。宮内庁鴨場見学で得た貴

重な体験に加えて、ぜひ浜離宮恩賜庭園にも訪問して

みたいものです。 

さて、現在、『鷹・鷹場・環境研究』３号の編集が大詰

を迎えています。充実した内容になりそうですので、ご期

待ください（ち）。 

                                        ２０１８年１１月２３日鶴見台にて              
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